
前回の復習 V= IRn

⑪ …. Vk ε V に 条 して

SW: =pant.n)CV を V の 部分ペクトル

空間 という Span (θ ) = { 0 } cX.① のみ

s SpanCe, . ,en ) = V :自分自身

& これらも X の部分ベットル空間
である

。

dimW= W から 取 り 出せる一次独)(べいてルの大個数
Def

.
….V《 εW が以下 の 2条件

∞ Span (…,ひk ) =W

∞ . ,) ひk は 一次独立

を満たすときひ… 匹 を W の基底という
ノノ

Ex .i . = I )
, 2 = ( 0

)

,us = ( 話 ) ε1 R 3とz

W : = Span (凸,) C IR
3

σ ひは一次独立
∞ 匹 , 2 は 一次独匹



。 ひ, ひ 匹, 3
は一次従属

msSpanW= (π .E,
政 ) = Span (π⑫ )

～
～

一次従属 ーン次独立

てい ,政 は W の 基底
。

w
2コ

ms dimW = 2

W の 基底 から 出発 して √ の 基底 を 構成できない ?
?

皆
EX V = IR

3
2 W = span ( ( ) 。 ( 1 ); :
w
一次独立

、

とするどのようなひε U をとれ…

が √ の 基店 になるい w.い

～) 啊 Vのベットルひであり零でない

ミとえば1 ψ¢ W となるものをとればよい ↓

=( 8) EV は µ 4 W .

Prop W= Span (…独立手V =
1R

"

とする
～

このとき ①キでε V かつひ ④W ならは…

Wh
.
Wk

. ,
W「

k
,ひは一ス独立である

。



演
任意の 一次関係式 C

.Wt
… T CK⑫+ CK+、①

を考 える
CR+IV = GW. …

. TCWK でもし CRπ t 0

なら ψ=wi * …+
(
んとなてし ik

「 ¢W であることに 反するゆえCk+、 = 0

m) CiUit - . tCkik = Q

)) Wは 一 下独立だから C =… =Ck= 0

ンより Cに = Ck=CR +、 = 0 で

,Wk,,ひは 一 次 独立
。 忽

Th
'

m ( 基底の延長定理 )

1= 1R
" とその 部分 ベクトル空間W を考 える

。

UWツ 「K EW 2 W の 基底とするこのとき
…, ik に 適当にベクトルをY の 追加すること

( 上手 に )
により X の 基底 まで 延長できる H



Prooff
….ω ik にどの ^ットル □ EV を

追加 しても 一次従属になるときは W = V

のときである
。

ゆえに何もすることのいからここで∂

W E V であると 仮定してより

でないベクトル□εVであってこのとき
kt1

ψ¢ W となるものがとれる。 このとき

W….ik, ψ は一次独立 になる
。

( 上 のPop )
RT し

W.=spant.,.t + )とてWC

W . キ V なら ① =πε V か ,ψc 4 W .k+2

となるひkzをとるこのとき
W . " ,W

,
Wk+,「々tzは 一次独立

こ 、で Wi " = Span (,n,⑫+ ,々c ) = √

ならおわりそうでないなら 再び 上記の手順そ

くり 返せばよい
。 肉

出回 以降 は 線形写像 のはなし

( 線形代1 の 後習そしておくこと )



W =exe .span ( () 。 (店) ,( : ) .( 欒 )CIR
とする

( 1 ) W
の
基底 を 7組答 え

5

(2) dimW = ?

( 3 ) (1 )で得 た 基底を延長して IR
4 の

基底 をて 組答えよ
。


